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吉
井
勇
の
祖
父
友
實
は
、
龍

馬
と
西
郷
の
橋
渡
し
や
、
寺
田

屋
襲
撃
後
の
護
衛
も
務
め
て
お

り
、
龍
馬
と
深
い
関
係
が
あ

り
、
当
館
で
は
「
吉
井
家
と
龍

馬
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

ま
す
。
３
月
号
か
ら
、
吉
井
勇

が
残
し
た
龍
馬
に
関
す
る
11
首

の
歌
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

解
説　

蛸
藥
師
＝
永
福
寺
薬
師
堂
。

龍
馬
の
隱
れ
家
＝
近
江
屋
。

わ
び
居
＝
侘
住
い
。

　
　

　
　
　

今
年
は
国
民
読
書
年
！

　
　
　

じ
ゃ
あ
、
読
も
う
。

　

今
年
は
国
民
読
書
年
、
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『
じ
ゃ
あ
、

読
も
う
。
』
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
費
や
す

時
間
を
少
し
減
ら
し
て
、
読
書

の
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
味
わ
っ

て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
で
は
、
皆
さ
ま
の
要
望

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
に
、
で

き
る
限
り
の
資
料
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。
学
校
で
の
調
べ
学
習

に
も
お
応
え
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

第
７
回　

図
書
館
ま
つ
り

　

今
年
は
「
国
民
読
書
年
」
に

ち
な
ん
で
３
館
（
本
館
、
香
北

分
館
、
物
部
分
館
）
合
同
の
図

書
館
ま
つ
り
（
テ
ー
マ
＝
森
の

図
書
館
）
を
計
画
し
ま
し
た
。

【
日
時
】
８
月
21
日
（
土
）

９
時
〜

【
場
所
】
図
書
館
本
館

【
内
容
】
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

読
み
聞
か
せ
、
「
森
・
自
然
」
の

お
話
、
工
作
等

※

詳
し
い
内
容
は
、
後
日
学
校

を
通
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

図
書
館
☎
53
・
０
３
０
１

新
着
本
の
紹
介
（
本
館
）

〔
大
人
向
け
〕

小
暮
写
真
館
（
宮
部
み
ゆ
き
）

▽
ブ
ギ
ウ
ギ
（
坂
東
眞
砂
子
）

▽
初
陣
（
今
野
敏
）
▽
春
告
鳥

―

女
占
い
十
二
か
月
（
杉
本
章

子
）
▽
ま
さ
こ
お
ば
ち
ゃ
ん
の

おすすめの

 １冊

　一風変わった小さな鳥の物語。空の住人

リトルターンの一羽は不思議な理由から飛

ぶ能力を失います。このとんでもない出来

事をどう切り抜けたのか、失った大事なも

のをどのように取り戻すにいたったの

か・・・。優しい話のようで難しい。分か

るようで分からない。主人公のリトルター

ンの奇妙な旅の中での気持ち・出会い・別

れ・影をリサ・ダークスの挿絵と一緒に感

じてください。

　　　　香北中学校３年　大西　星花さん

市
立
図
書
館

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

新
聞
エ
コ
バ
ッ
グ
の
作
り
方

（
坂
上
政
子
）
▽
３
Ｄ
立
体
映

像
が
や
っ
て
く
る
ー
テ
レ
ビ
・

映
画
の
３
Ｄ
普
及
は
こ
う
な
る

（
石
川
憲
二
）

〔
子
ど
も
向
け
〕

▽
も
の
す
ご
く
お
お
き
な
プ
リ

ン
の
う
え
で
（
中
新
井
純
子
）

▽
じ
ご
く
の
ラ
ー
メ
ン
や
（
西

村
繁
男
）
▽
ジ
ャ
レ
ッ
ト
と
バ

ラ
の
谷
の
魔
女
（
あ
ん
び
る
や

す
こ
）
▽
ア
ネ
モ
ネ
探
偵
団

（
近
藤
史
恵
）

そ
の
他

第
56
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
を
購

入
し
て
い
ま
す
。

吉
井
勇
作
品
紹
介　

龍
馬
編　

そ
の
③

「Ｌｉｔｔｌｅ　Ｔｅｒｎ」
（作　ブルック・ニュー
マン／訳　五木　寛之
／絵　リサ・ダークス　）

　

１
９
７
０
年
に
大
阪
で
開
か

れ
た
万
国
博
覧
会
を
機
に
ス
タ

ー
ト
し
た
世
界
児
童
画
展
は
、

今
年
で
40
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
子
ど
も
た

ち
の
感
性
と
理
性
の
調
和
の
と

れ
た
成
長
を
願
い
、
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
つ
く
り
出
す
造
形
文

化
の
支
援
と
、
国
境
を
越
え
て

世
界
の
人
々
を
つ
な
ぐ
国
際
相

互
理
解
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
四
国
四
県
の
子
ど
も

た
ち
の
入
選
・
入
賞
作
品
を
中

心
に
他
県
の
特
別
賞
、
海
外
の

入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
国

内
応
募
総
数
12
万
９
，
１
２
７

点
、
海
外
応
募
総
数
５
万
１
，

１
３
４
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

５
２
０
点
の
作
品
か
ら
は
、
子

ど
も
た
ち
の
伸
び
や
か
な
感
性

や
、
様
々
な
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

写
真
の
絵
は
、
高
知
県
の
常

徳
茜
さ
ん
（
当
時
小
学
校
６
年

生
）
の
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」

特
選
受
賞
作
品
で
す
。
ス
ー
ホ

が
一
生
懸
命
育
て
た
白
い
馬
に

乗
り
、
王
様
が
主
催
す
る
競
馬

大
会
に
出
場
し
て
い
る
様
子
を

描
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
緑

と
青
の
草
原
や
ダ
イ
ダ
イ
色
に

染
ま
る
空
、
青
紫
の
山
脈
を
バ

ッ
ク
に
、
ス
ー
ホ
と
白
い
馬
が

浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
点
描
技
法
が
効
果

的
に
使
わ
れ
て
お
り
、
印
象
的

な
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
あ
ま
り
見
る
機

会
の
な
い
海
外
の
子
ど
も
た
ち

の
作
品
は
、
題
材
や
色
彩
に
そ

の
国
の
自
然
や
生
活
環
境
が
反

映
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
く
見

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
ご
家

族
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
ま
た
、
お
子
様
に

は
夏
休
み
に
描
く
絵
の
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。

　

ご
来
館
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

（
館
長
・
北　

泰
子
）

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

７月１７日（土）～８月１５日（日）

第４０回世界児童画展・四国展第４０回世界児童画展・四国展第４０回世界児童画展・四国展

▲スーホの白い馬（高知県　常徳　茜）　

香
美
地
区
短
詩
型
文
学
振

興
大
会
作
品
募
集

　 

『
第
４
回
香
美
地
区
短
詩
型
文

学
振
興
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

【
日
時
】
９
月
18
日（
土
）13
時
〜

【
場
所
】
中
央
公
民
館

次
の
と
お
り
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

【
募
集
作
品
】

短
歌
・
・
・
２
首
以
内

俳
句
・
・
・
３
句
以
内　

川
柳
・
・
・
３
句
以
内

※

大
会
当
日
ま
で
未
発
表
作
で

あ
る
こ
と
。
で
き
る
だ
け
大
会

当
日
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
香
美
市
、
香
南
市
内

に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
、
並

び
に
出
身
者
。

【
申
込
方
法
】
ハ
ガ
キ
（
ハ
ガ

キ
大
の
用
紙
で
も
可
）
に
作
品

は
楷
書
（
必
ず
新
旧
か
な
遣
い

を
表
示
の
こ
と
）
で
書
き
、
各

部
門
別
と
作
者
の
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
締
切
日
】
８
月
13
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
782－

０
０
１
７

香
美
市
土
佐
山
田
町
岩
積
３
６

５

－

１　

香
美
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
53

・

１
０
８
２

　

吉
井
勇
が
初
め
て
猪
野
々
を

訪
れ
た
の
は
旧
暦
の
七
夕
の
日
。

　

色
と
り
ど
り
の
短
冊
が
風
に

揺
れ
、
そ
の
風
情
は
捨
て
が
た

い
も
の
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

吉
井
勇
記
念
館
で
は
、
毎
年

旧
暦
の
七
夕
（
今
年
は
８
月
16

日
）
頃
に
、
当
時
、
勇
が
見
た

昔
な
が
ら
の
懐
か
し
い
七
夕
飾

り
を
、
猪
野
々
活
性
化
委
員

会
、
猪
野
々
老
人
ク
ラ
ブ
の
協

力
に
よ
っ
て
再
現
し
ま
す
。
ま

た
、
市
内
の
小
学
生
が
書
い
た

短
冊
も
一
緒
に
飾
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
に
な
っ
て
、
願

い
事
や
短
歌
・
俳
句
を
書
い
て

飾
っ
て
く
だ
さ
い
。
短
冊
は
当

館
に
て
ご
用
意
し
ま
す
。　

【
開
催
時
期
】
８
月
12
日
（
木
）

〜
８
月
16
日
（
月
）

※

８
月
14
日（
土
）19
時
よ
り
、

記
念
館
付
近
の
水
路
に
て
松
明

を
灯
し
ま
す
。
幻
想
的
な
夜
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】
吉
井
勇
記
念
館
お
よ

び
周
辺
地
域

【
問
い
合
わ
せ
先
】

吉
井
勇
記
念
館

☎
58・

２
２
２
０

た
こ
や
く
し

がゐ

蛸
藥
師

　

ち
か
き
龍
馬
の
隠
れ
家
の

　
　

さ
ま
も
お
も
ひ
ぬ

　
　
　
　
　

京
の
わ
び
居
に

『
京
洛
史
蹟
歌
』
（
昭
和
19
年
２
月　

大

雅
堂
）

　

平
成
23
年
歌
会
始
の
詠
進
歌

を
募
集
し
ま
す
。

【
お
題
】
「
葉
」

（
『
葉
』
の
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
、
『
若
葉
』
『
落
葉
』
な

ど
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
）

【
詠
進
要
領
】

　

詠
進
歌
は
、
お
題
を
読
み
込

ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
用
紙
は
半
紙
を
横
長
に

用
い
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ

さ
い
。
病
気
ま
た
は
、
身
体
に

障
害
の
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
締
切
】
９
月
30
日
（
木
）

※

消
印
有
効

【
宛
て
先
】

〒
100－

８
１
１
１　

宮
内
庁

※

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

歌
会
始
の
詠
進
歌
募
集

書式　　（半紙横長）

　　　
　　　

お
題「
葉
」

　

○
○
○
○
○
○
○
○

　

○
○
○
○
○
○
○
○

〒住
所

電
話
番
号

氏
名（
ふ
り
が
な
を
ふ
る
）

生
年
月
日

職
業 《

山
折
り
》

星
祭 

〜
旧
七
夕
ま
つ
り
〜

た
い
ま
つ


